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あ
る
国
の
労
働
者
の
労
働
条
件
に
関
す
る
保
護
立
法
の
基
準
を
ど
こ
に
置
く
か
は
、
基
本
的
に
は
そ
の
国
の
経
済
的
、
社
会
的
条
件
を

（
１
）
 

背
景
と
し
て
当
該
国
の
意
思
で
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
基
準
を
設
定
す
る
に
際
し
て
は
、
経
済
的
に
競
争
関
係
に
あ
る
国
の
基
準
を
あ
ま
り

（
２
）
 

上
廻
ら
な
い
と
こ
ろ
に
と
ど
め
る
と
い
う
政
策
的
意
思
が
働
ら
く
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
経
済
の
い
わ
ゆ
る
国
際
化
が
進
行

し
て
関
係
諸
国
と
の
間
に
共
同
経
済
市
場
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
協
力
関
係
が
進
む
と
、
国
の
経
済
発
展
の
起
因
の
一
つ
で
あ
る
レ
ー
バ
ー

コ
ス
ト
を
左
右
し
て
い
る
労
働
者
の
労
働
条
件
の
基
準
を
相
互
に
統
一
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
生
ず
る
。
そ
れ
は
や
が
て
国
際
的
な
動
き
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四
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と
な
る
。
国
際
労
働
運
動
も
そ
れ
を
推
進
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
国
際
間
の
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
競
争
が
国
際
平

（
３
）
 

和
の
破
壊
に
つ
な
が
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

労
働
保
護
立
法
に
は
、
ほ
ん
ら
い
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
労
働
者
の
労
働
条
件
の
保
護
と
い
う
直
接
目
的
の
外
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
企

業
の
公
正
な
競
争
を
は
か
る
と
い
う
間
接
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
意
味
に
お
い
て
国
際
間
に
お
い
て
も
、
統
一
的
な
労
働
条
件

の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
各
国
の
労
働
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
と
同
時
に
フ
ェ
ア
な
国
際
経
済
競
争
の
維
持
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
「
国
際
労
働
基
準
」
と
い
う
最
低
基
準
（
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
）
設
定
の
発
想
が
生
ま
れ

（
４
）
 

た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
二
国
間
の
国
際
労
働
条
約
の
締
結
の
経
験
を
基
に
幾
つ
か
の
国
際
会
議
の
準
備
を
経
て
一
九
一
二
年
に
国

際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
採
択
さ
れ
る
国
際
労
働
条
約
お
よ
び
勧
告
の
中
に
批
准
各
国
が
遵
守
す
べ
き
最
低
労
働

基
準
を
設
定
す
る
と
い
う
形
で
結
実
し
た
。
批
准
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
最
低
基
準
は
実
現
さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
加
盟
国
は
批
准

し
た
措
置
を
毎
年
事
務
局
に
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
、
ま
た
、
理
事
会
は
、
適
宜
、
末
批
准
条
約
お
よ
び
勧
告
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
律

お
よ
び
慣
行
の
現
況
を
事
務
局
長
に
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
条
約
や
勧
告
に
定
め
ら
れ
た
国
際
労
働
基
準
が
そ
の
間
接
的
効

（
５
）
 

果
と
し
て
末
批
准
国
の
国
内
立
法
ま
た
は
行
政
に
与
些
え
る
影
響
は
少
な
く
な
い
。

労
働
時
間
基
準
（
そ
の
中
に
は
狭
義
の
労
働
時
間
の
み
な
ら
ず
夜
業
時
間
、
週
休
、
年
次
有
給
休
暇
、
教
育
休
暇
の
基
準
が
含
ま
れ

る
）
は
、
保
護
立
法
の
中
で
も
、
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
が
、
労
働
者
の
疲
労
の
回
復
、
労
働

災
害
の
減
少
、
生
活
時
間
の
変
化
な
ど
労
働
福
祉
の
向
上
に
関
係
す
る
だ
け
で
な
く
、
失
業
者
の
た
め
の
新
た
な
雇
用
機
会
を
創
出
す
る

点
に
お
い
て
重
要
、
か
つ
、
政
策
効
果
の
大
き
い
分
野
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
最
も
早
く
か
ら
と
り
あ
げ
た
分
野
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
各
国

の
関
係
条
約
の
批
准
状
況
は
、
他
の
分
野
に
比
し
、
必
ず
し
も
順
調
と
は
い
え
な
い
が
、
条
約
が
定
め
る
基
準
は
、
条
約
自
体
の
批
准
の



有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
上
、
各
国
の
立
法
に
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
労
働
時
間
の
規
制
や
短
縮
に
大
き
な
貢
献
を
果

た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
理
事
会
は
、
労
働
時
間
短
縮
、
週
休
お
よ
び
有
給
休
暇
の
国
際
労
働
基
準
に
対
す
る
各
国
の
対
応
に
っ

（
６
）
 

い
て
一
九
六
四
’
七
年
と
一
九
八
一
年
の
二
回
に
わ
た
り
一
般
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
報
告
書
は
、
労
働
時
間
に
関
す
る
国
際
労
働
基
準

が
各
国
の
国
内
基
準
に
及
ぼ
す
効
果
が
一
般
に
予
想
さ
れ
て
い
る
以
上
に
大
き
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

今
日
、
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
の
基
準
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
労
働
基
準
法
は
、
制
定
以
後
、
四
十
年
間
に
少
な
く
と
も
主

要
な
規
定
に
関
し
て
は
、
大
き
な
進
展
を
示
し
て
い
な
い
が
、
中
で
も
労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
は
最
も
進
展
の
な
い
分
野
で
あ
っ
た
。

そ
の
基
準
は
、
立
法
当
初
、
企
業
特
に
中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
感
じ
ら
れ
、
し
ば
し
ば
改
定
（
緩
和
）
が
議
題
に
上
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
期
に
労
働
時
間
は
か
な
り
短
縮
さ
れ
、
休
日
も
増
加
し
て
、
立
法
所
定
の
基
準
は
時
代
後

れ
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
労
働
時
間
関
係
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
の
批
准
状
況
を
み
る
と
、
わ
が
国
の
政
府
は
、
第
一
号
条
約
を
は
じ
め
主
要

条
約
の
す
べ
て
に
つ
い
て
今
日
ま
で
批
准
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
消
極
的
対
応
は
、
多
く
の
先
進
工
業
国
に
ひ
と
し
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
ひ
と
り
わ
が
国
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
お
よ
び
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
複
雑
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の

大
き
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

本
稿
は
、
わ
が
国
の
現
行
の
労
働
時
間
立
法
の
基
準
を
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
国
際
労
働
基
準
と
対
比
さ
せ
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
立
法
政
策
的
要
因
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
立
法
改
正
の
場
合
の
一
助

と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
㈹

四
七



注

（
１
）
昭
和
一
一
二
年
に
労
働
基
準
法
が
制
定
さ
れ
る
に
際
し
、
八
時
間
労
働
制
が
採
用
さ
れ
た
。
当
時
の
わ
が
国
の
経
済
は
、
大
戦
に
よ
っ
て
潰
滅
的

打
撃
を
受
け
、
復
興
の
望
み
も
立
た
な
い
状
況
の
下
で
、
そ
の
時
点
で
は
国
際
的
に
必
ず
し
も
「
社
会
的
基
準
」
と
し
て
定
着
し
て
い
な
か
っ
た

一
日
八
時
間
、
一
週
四
十
八
時
間
制
を
胴
則
付
き
で
立
法
化
す
る
こ
と
は
わ
が
国
に
と
っ
て
か
な
り
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
に
も

、
、
、
、
、

か
か
わ
ら
ず
、
立
法
が
わ
が
国
の
主
体
的
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
意
味
に
お
け
る
「
外
圧
」
の
影
響
を
受
け
た

の
か
、
実
証
的
に
究
明
さ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
。

、
、
、

（
２
）
八
時
間
労
働
制
を
定
め
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
一
号
条
約
の
採
択
に
際
し
て
は
、
こ
の
原
則
を
各
国
が
同
時
に
採
用
す
る
〉
）
と
に
よ
っ
て
各
国
の
恐
れ
る

国
際
競
争
力
の
低
下
を
防
止
で
き
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
条
約
の
採
択
後
も
激
し
い
貿
易
競
争
下
に
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
工

業
国
は
、
互
い
に
競
争
国
が
批
准
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
た
め
、
批
准
は
進
ま
な
か
っ
た
。

（
３
）
Ｉ
Ｌ
Ｏ
憲
章
は
一
九
一
九
年
の
平
和
条
約
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
櫛
想
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
五
十
年
後
の
一
九
六
九
年
に
至
っ
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た
の
も
こ
の
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
４
）
憲
章
前
文
は
、
「
い
ず
れ
か
の
国
が
人
道
的
な
労
働
条
件
を
採
用
し
な
い
こ
と
は
、
自
国
に
お
け
る
労
働
条
件
の
改
善
を
希
望
す
る
他
の
国
の

障
害
と
な
る
」
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
国
際
労
働
基
遡
設
定
の
目
的
が
⑪
：
旨
」
旨
⑩
［
】
８
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
場
合
に
、
そ
れ
が
右
の
二
つ
の

意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
植
民
地
戦
争
時
代
が
終
息
し
た
今
日
で
は
、
前
文
に
い
う
「
世
界
の
平
和
」
を

「
貿
易
」
戦
争
の
そ
れ
に
読
み
替
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
定
立
さ
れ
た
国
際
労
働
基
準
が
各
国
の
国
内
基
準
に
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
一
般
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｐ
弓
夛
の
『
日
ロ
②
Ｒ
ｏ
ｍ
百
斤
の
『
目
丘
Ｃ
目
一

Ｐ
号
・
目
ｎ
．
曰
く
の
ロ
［
】
。
□
：
且
丙
の
８
日
目
の
且
昌
Ｃ
ｐ
の
参
照
。

（
６
）
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
勧
告
適
用
専
門
委
員
会
は
、
憲
章
一
九
条
に
よ
り
、
第
一
回
は
一
九
六
七
年
と
六
七
年
の
二
度
に
分
け
、
六
四
年
に
は
週
休
（
第

一
四
・
一
○
三
号
勧
告
）
と
有
給
休
暇
（
第
五
二
・
一
○
一
号
条
約
、
第
四
七
・
九
八
号
勧
告
）
に
関
し
、
続
い
て
六
七
年
に
労
働
時
間
（
第

一
・
三
○
・
四
七
号
条
約
、
第
一
一
六
号
勧
告
）
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。
第
二
回
は
一
九
八
一
年
に
計
画
さ
れ
、
一
九
八
四
年
、
労
働
時

間
（
第
一
一
六
号
勧
告
）
、
週
休
（
第
一
四
・
一
○
六
号
条
約
、
一
○
三
号
勧
告
）
お
よ
び
有
給
休
暇
（
第
一
三
二
号
条
約
を
一
括
し
て
調
査
が

行
わ
れ
た
）
。
第
一
回
調
査
の
結
果
は
、
宛
Ｃ
厨
宛
固
で
○
日
旨
（
勺
シ
ョ
ー
）
》
勺
シ
胃
哩
に
、
第
二
回
調
査
の
報
告
は
、
丙
ｎ
国
べ
っ
号
の
①
閏
◎
Ｐ

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
円

四
八



二
）
国
際
労
働
基
準
の
意
義
と
内
容

「国際労働基準」（百斤の『目［一○目一Ｆ：。Ｐ『の白目回ａの）と言う用語は、通常、国際労働条約および勧告という国際
文
書
に
表
示
さ
れ
た
基
本
的
人
権
、
雇
用
問
題
、
労
働
条
件
、
社
会
政
策
、
社
会
保
障
、
労
使
関
係
、
女
性
労
働
、
青
少
年
保
護
、
そ
の

他
特
別
な
範
畷
の
労
働
者
の
労
働
条
件
等
に
関
す
る
基
準
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
憲
章
を
は
じ
め
、
総

会
そ
の
他
の
会
議
の
決
議
等
に
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
主
た
る
も
の
は
、
条
約
お
よ
び
勧
告
で
あ
る
。
条
約
や
勧
告
は
、
設
定
の
目

的
に
従
っ
て
、
項
目
毎
に
ま
と
ま
っ
た
命
題
な
・
い
し
規
範
を
表
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
自
体
が
「
国
際
労
働
基
準
」
と
み
て
差
し
支
え
な

四
九

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
白

］
や
段
躬
団
司
○
胃
白
に
報
告
さ
れ
た
が
、
後
者
は
、
弓
○
頁
『
ｚ
○
コ
言
ロ
ー
宛
目
己
、
『
】
。
ｚ
・
司
皀
Ｃ
冒
吻
。
『
三
○
頁
》
三
目
富
国
闇
閂
尹
ｚ
Ｃ

聾
Ｃ
Ｅ
Ｄ
シ
ミ
⑪
ミ
コ
エ
勺
自
ｌ
と
題
し
て
一
九
八
四
年
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
総
評
国
際
局
か
ら
仮
訳
が
一
九
八
四
年
に
出
て
い
る
）
。
一
一
つ
の

報
告
書
は
、
約
二
○
年
の
年
月
の
経
過
の
う
ち
に
、
世
界
の
労
働
時
間
関
係
立
法
が
ど
の
く
ら
い
進
展
し
た
か
、
ま
た
各
国
の
時
間
問
題
に
つ
い

て
の
考
え
方
や
問
題
点
を
知
る
う
え
で
価
値
の
高
い
文
献
で
あ
る
。
な
お
、
労
働
時
間
に
つ
い
て
の
今
回
の
調
査
は
、
前
回
の
一
九
六
七
年
の
調

査
が
第
一
号
、
一
一
一
○
号
、
四
七
号
条
約
お
よ
び
時
間
の
短
縮
に
関
す
る
第
二
六
号
勧
告
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
、
労
働
時
間
の
制
限
に
関
す

る
条
約
は
直
接
調
査
対
象
と
せ
ず
、
第
一
一
六
号
勧
告
だ
け
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
右
諸
条
約
の
一
日
八
時
間
、
一
週
間
四
八
’
四
○
時

間
と
い
う
基
準
が
現
在
の
と
こ
ろ
、
各
国
の
平
均
的
短
縮
目
標
と
し
て
一
応
、
限
度
に
達
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
右
条
約
の
批
准
に
多
く
の
技

術
的
障
害
が
あ
る
こ
と
、
等
の
事
情
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
し
て
は
、
実
質
的
な
労
働
時
間
の
短
縮
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
き
、
そ
の
た
め
に
各
国
の
「
柔
軟

で
漸
進
的
な
」
対
応
を
求
め
た
第
二
六
号
勧
告
を
推
進
す
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
一
労
働
時
間
を
め
ぐ
る
国
際
労
働
基
準



国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
日

五
○

い
。
条
約
と
勧
告
で
は
、
定
め
ら
れ
た
「
基
準
」
を
履
行
さ
せ
る
規
範
力
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
加
盟
国
が
そ
の
国
内
法

の
準
拠
す
べ
き
目
標
を
表
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
変
わ
り
は
な
い
。

条
約
お
よ
び
勧
告
、
特
に
前
者
は
、
あ
る
規
範
的
事
項
を
設
定
し
た
う
え
、
加
盟
国
は
「
…
…
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
形
を

と
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
規
範
的
事
項
が
労
働
条
件
に
関
す
る
具
体
的
最
低
基
準
（
且
日
日
ロ
日
の
８
日
囚
ａ
）
と
し
て
示
さ
れ
て

い
れ
ば
、
そ
の
条
約
や
勧
告
の
「
最
低
」
国
際
労
働
基
準
と
し
て
の
意
味
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
形
で
明
示
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
る
。
同
じ
規
範
で
も
、
条
約
成
立
の
過
程
で
見
解
の
相
違
や
、
で
き
る
だ
け
批
准
を
容
易
に
す
る
た
め
の
政
策
的
配
慮
か
ら
、

国
内
法
の
場
合
に
比
し
て
裁
量
幅
の
広
い
命
題
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
条
約
に
は
原
則
的
基
準
を
定
め
る
部
分
の

外
に
、
適
用
範
囲
の
限
定
、
原
則
に
対
す
る
例
外
、
特
例
が
定
め
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
勧
告
で
は
、
規
範
的
命
題
は
少
な
く
、
条
約
の

解
釈
や
指
針
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
条
約
や
勧
告
の
最
低
基
準
と
し
て
の
意
味
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
条
約
や
勧
告
は
、
最
低
の
国
際
労
働
基
準
を
定
め
た
も
の
と
い
う
解
釈
に
立
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

労
働
時
間
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
・
勧
告
に
は
、

川
労
働
時
間
（
四
○
日
、
ｇ
三
○
鼻
）

条
約

（
適
用
対
象
）

第
一
号

（
工
業
）

第
三
○
号

（
商
業
・
事
務
所
）

第
三
一
号

（
炭
坑
）

現
在
ま
で
次
の
も
の
が
あ
る
。

（
採
択
年
次
）

一
九
一
九
年

一
九
三
○
年

一
九
三
一
年

勧
告

第
三
七
号

第
三
八
号

第
三
九
号

（
適
用
対
象
）

（
ホ
テ
ル
）

（
劇
場
等
）

（
病
院
等
）

（
採
択
年
次
）

一
九
三
○
年

一
九
三
○
年

一
九
三
○
年



第
四
三
号

第
四
六
号

第
四
七
号

第
四
九
号

第
五
一
号

第
六
一
号

第
六
七
号

第
一
五
三
号

②
週
休

条
約

第
一
四
号

第
一
○
六
号

③
年
次
休
暇
（
勺
巴
旦
ほ
の
巴
の
）

条
約
（
適
用
対
象
）

第
五
二
号
二
股
）

第
一
○
一
号
（
農
業
）

第
一
三
二
号
（
’
股
）

第
一
四
○
号
（
有
給
教
育
休
暇
）
二
股
）

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
㈹

（
雪
の
①
こ
］
団
の
ｇ
）

（
適
用
対
象
）

（
工
業
）

（
商
業
・
事
務
所
）

（
勺
巴
旦
ほ
の
■
ご
巴

（
自
動
板
ガ
ラ
ス
）

（
炭
坑
改
正
）

二
般
）

（
自
動
ガ
ラ
ス
ピ
こ

（
公
共
事
業
）

（
繊
錐
）

（
路
面
運
送
）

（
路
面
迎
送
改
正
）

一
九
三
四
年

一
九
三
五
年

一
九
三
五
年

一
九
三
五
年

一
九
三
六
年

一
九
三
七
年

一
九
三
九
年

一
九
七
九
年

（
採
択
年
次
）

一
九
二
一
年

一
九
五
七
年

（
採
択
年
次
）

一
九
三
六
年

一
九
五
二
年

一
九
七
○
年

一
九
七
四
年

第
六
三
号

第
六
四
第

第
六
五
号

第
六
六
号

第
二
六
号

第
一
五
七
号

第
一
六
一
号

勧
告

第
一
八
号

第
一
○
三
号

勧
告

第
四
七
号

第
九
三
号

第
九
八
号

第
一
四
八
号

（
路
面
管
理
手
帳
）

（
路
面
夜
業
）

（
路
面
規
制
方
法
）

（
私
有
車
輌
ド
ラ
イ
バ
ー
）

△
股
）

（
肴
識
）

（
路
面
迎
送
改
正
）

（
適
用
対
象
）

（
商
業
）

（
商
業
・
事
務
所
）

（
適
用
対
象
）

（
一
股
）

（
農
業
）

二
股
）

（
有
給
教
育
休
暇
）
二

股
、－

五
一

一
九
三
九
年

一
九
三
九
年

一
九
三
九
年

一
九
三
九
年

一
九
六
二
年

一
九
七
七
年

一
九
七
九
年

（
採
択
年
次
）

一
九
二
一
年

一
九
五
七
年

（
採
択
年
次
）

一
九
三
六
年

一
九
五
二
年

一
九
五
四
年

一
九
七
四
年



右
の
諸
条
約
・
勧
告
は
、
そ
の
制
定
目
的
上
、
採
択
の
時
点
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ

て
変
化
を
免
れ
な
か
っ
た
。
基
準
と
し
て
古
く
な
っ
た
も
の
は
し
ば
し
ば
改
正
さ
れ
、
あ
る
い
は
よ
り
新
し
い
基
準
の
設
定
に
よ
っ
て
実

質
的
意
味
を
失
う
。
こ
う
し
て
、
同
じ
国
際
労
働
基
準
で
も
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
見
て
優
先
順
位
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
・
近
時
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
自

ら
優
先
順
位
を
定
め
る
政
策
的
措
置
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
’
九
七
九
年
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
従
来
の
条
約
、
勧
告
を
再
検
討
し
て
、
川
批

准
．
適
用
を
優
先
的
に
促
進
す
る
も
の
、
②
改
訂
が
適
切
な
も
の
、
③
そ
の
他
の
三
つ
に
分
類
し
た
。
労
働
時
間
で
は
、
第
三
○
号
、
一

五
三
号
条
約
、
第
一
一
六
号
、
一
五
一
一
一
号
、
一
五
七
号
、
一
六
一
号
勧
告
、
週
休
で
は
、
第
一
四
号
、
’
○
六
号
条
約
、
第
一
○
一
一
一
号
勧

告
、
年
次
休
暇
で
は
、
第
一
一
一
一
一
一
号
、
一
四
○
号
条
約
、
第
一
四
八
号
勧
告
が
Ⅲ
の
優
先
順
位
を
与
え
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
優
先

順
位
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
批
准
促
進
と
い
う
政
策
的
見
地
か
ら
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
既
出
の
条
約
や
勧
告
に
含
ま
れ
る
重
要
な
労
働
基
準

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
Ｈ

Ⅲ
夜
間
労
働
（
ｚ
局
冨
三
○
鼻
）

条
約

（
適
用
対
象
）

（
採
択
年
次
）

第
四
号
（
工
業
・
女
子
）

一
九
一
九
年

第
六
号
（
工
業
・
年
少
者
）

一
九
二
五
年

第
二
○
号
（
パ
ン
焼
）

一
九
二
五
年

第
四
一
号
（
工
業
改
正
・
女
子
）

一
九
三
四
年

第
七
九
号
（
非
工
業
・
女
子
）

一
九
四
六
年

第
八
九
号
（
工
業
改
正
・
女
子
）

一
九
四
八
年

第
九
○
号
（
工
業
改
正
・
年
少
者
）

一
九
四
八
年

五
一

一



の
価
値
を
軽
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

以
下
に
は
、
右
の
優
先
基
準
を
一
応
、
別
に
し
て
、
時
系
列
的
に
重
要
と
さ
れ
て
き
た
国
際
労
働
基
準
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

わ
が
国
の
立
法
と
の
対
応
を
考
え
る
際
に
は
、
そ
の
ほ
う
が
重
要
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

川
労
働
時
間
の
最
高
制
限
お
よ
び
時
間
短
縮

労
働
時
間
の
長
さ
を
直
接
制
限
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
前
掲
条
約
・
勧
告
の
う
ち
、
国
際
労
働
基
準
の
確
立
と
い
う
点
で
画
期
的
と

目
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
工
業
的
企
業
に
お
け
る
最
長
労
働
時
間
を
一
日
に
つ
き
八
時
間
、
又
は
一
週
に
つ
き
四
八
時
間
と
し
た
一
九
一

九
年
の
第
一
号
条
約
、
右
の
基
準
を
商
業
と
事
務
所
に
適
用
す
る
一
九
三
○
年
の
第
三
○
号
条
約
、
お
よ
び
、
一
週
四
○
時
間
労
働
の
原

則
を
確
認
し
た
一
九
三
五
年
の
第
四
七
号
条
約
で
あ
る
。

一
日
ま
た
は
一
週
当
た
り
の
労
働
時
間
の
最
高
限
度
を
定
め
る
こ
と
は
、
そ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
国
の
労
働
時
間
数
を
そ
こ
ま
で

短
縮
す
る
効
果
を
も
つ
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
基
準
が
高
め
ら
れ
、
あ
る
時
点
で
平
均
的
国
際
水
準
を
大
き
く
上
廻
る
と
、
そ
れ
以
上

の
基
準
を
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
と
は
い
え
、
時
間
短
縮
は
、
一
日
又
は
一
週
の
最
高
時
間
の
規
制
に
と
ど
ま
ら
ず
年
間
単
位

の
労
働
時
間
の
短
縮
あ
る
い
は
休
日
、
休
暇
の
増
加
に
よ
っ
て
も
達
成
で
き
る
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
に
せ
よ
、
究
極
的

に
時
間
短
縮
と
な
る
政
策
を
と
る
こ
と
を
、
国
際
労
働
基
準
の
一
つ
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
一
九
三
五
年

の
週
四
○
時
間
制
を
定
め
た
第
四
七
号
条
約
と
時
間
短
縮
に
関
す
る
一
九
六
一
年
の
第
一
一
六
号
勧
告
と
が
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
最
低

基
準
は
、
一
見
両
立
し
な
い
か
に
見
え
る
が
、
各
国
の
現
状
か
ら
し
て
、
い
ず
れ
も
、
国
際
労
働
最
低
基
準
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
と

い
う
視
点
か
ら
み
た
場
合
に
、
右
の
よ
う
な
進
展
を
示
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
号
条
約
が
定
め
た
一
日
八
時
間
、
一
週
四
八
時
間
と
い
う
最
高
労
働
時
間
の
制
限
は
、
時
間
外
労
働
の
規
制
と
い
う
方
法
も
含
め

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
㈹

五



国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
目

五
四

て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
最
初
の
、
か
つ
最
も
ウ
ェ
イ
ト
を
園
い
た
国
際
労
働
基
準
で
あ
る
。
そ
れ
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
お
け
る
普
遍
的
な

目
標
で
あ
る
こ
と
が
、
加
盟
国
の
圧
倒
的
賛
同
（
八
三
対
二
・
棄
権
一
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。
加
盟
国
の
す
べ
て
が
批
准
す
る
と
い
う

こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
批
准
は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
現
在
の
段
階
で
も
四
六
ヵ
国
に
と
ど
ま
り
、
第
三
○
号

条
約
の
そ
れ
は
二
九
ヵ
国
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
八
時
間
労
働
と
い
う
基
準
は
、
批
准
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
各
国
の
国
内

法
に
採
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
実
施
さ
れ
て
お
り
、
「
社
会
的
基
準
」
と
し
て
の
意
味
は
す
で
に
薄
れ
て
い
る
と
さ
え
い
え
る
。

一
九
一
一
一
年
の
週
休
第
一
四
号
条
約
と
一
一
一
五
年
の
週
四
○
時
間
制
条
約
と
の
間
に
、
一
九
一
一
四
年
余
暇
利
用
に
関
す
る
第
一
一
一
号
勧
告

が
出
て
い
る
。
勧
告
は
、
余
暇
は
労
働
者
の
生
産
力
の
向
上
と
文
明
の
進
歩
へ
の
寄
与
と
い
う
二
つ
の
目
的
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

各
国
の
政
労
使
は
、
余
暇
の
こ
の
よ
う
な
価
値
を
認
激
し
て
、
残
業
を
不
必
要
に
し
た
り
、
通
勤
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
、
「
労
働
者
の

家
庭
生
活
の
調
和
あ
る
発
達
を
促
す
」
よ
う
な
住
宅
政
策
の
推
進
、
庭
園
、
体
育
施
設
、
図
書
館
、
学
習
コ
ー
ス
な
ど
、
余
暇
環
境
の
整

備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

一
週
四
○
時
間
制
を
定
め
た
第
四
七
号
条
約
は
、
一
九
三
○
年
代
の
深
刻
な
不
況
と
大
鐘
失
業
に
対
応
し
、
時
間
短
縮
そ
れ
自
体
よ
り
、

（
１
）
 

む
し
ろ
そ
れ
に
よ
る
雇
用
の
創
出
と
い
う
こ
と
が
提
案
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
短
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
雇
用
創

（
２
）
 

出
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
も
大
き
な
論
争
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
使
用
者
サ
イ
ド
か
ら
の
反
対
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
採

択
さ
れ
た
条
約
は
「
生
活
水
準
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
、
週
四
○
時
間
制
を
承
認
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
そ
の
た
め
に
適
切
な
措
置

を
と
る
」
原
則
を
「
別
個
の
条
約
に
定
め
ら
れ
る
ぺ
き
詳
細
な
規
定
に
し
た
が
い
、
各
種
の
労
務
に
適
用
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
い

う
抽
象
的
な
原
則
規
定
に
と
ど
ま
っ
た
。
別
個
の
条
約
と
し
て
は
、
第
四
六
号
（
｜
日
七
時
間
一
五
分
）
、
四
九
号
（
週
四
一
一
時
間
）
、
五

一
号
（
週
四
○
時
間
）
お
よ
び
、
六
一
号
（
週
四
○
時
間
）
が
あ
る
。
第
四
七
号
条
約
の
発
効
は
、
大
戦
後
の
一
九
四
七
年
で
あ
り
、
現



在
で
も
八
ケ
国
の
国
が
批
准
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
同
条
約
が
定
め
る
週
四
○
時
間
を
実
際
に
採
用
す
る
国
が
増
加
す
る
に

従
い
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
は
討
議
の
末
、
四
○
時
間
を
「
社
会
的
基
準
」
と
表
示
す
る
一
方
、
基
準
労
働
時
間
が
四
八
時
間
を
超
え
て
い
る
場

合
に
は
、
速
や
か
に
そ
の
水
準
ま
で
短
縮
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
二
つ
の
最
低
基
準
を
使
い
分
け
る
仕
組
み
を
採
用
」
裡
・

国
際
労
働
基
準
に
つ
い
て
近
年
、
体
系
的
な
著
作
を
書
い
た
元
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
補
佐
の
ニ
コ
ラ
ス
パ
ル
テ
ィ
コ
ス
に
よ
れ
ば
、
労

（
４
）
 

働
時
間
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
国
際
労
働
基
準
設
定
活
動
の
中
で
最
も
困
難
な
領
域
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
日
八
時
間
、
一
週
四
八
’
四
○
時
間
と

い
う
基
準
が
比
較
的
早
く
国
際
労
働
基
準
と
し
て
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
労
働
時
間
の
短
縮
が
労
働
条
件
の
進
歩
を
意
味

す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
ど
こ
の
国
に
も
異
論
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
制
限
を
一
日
、
一
週
ま
た
は
一
月
の
ど
の
単
位
に
置

き
、
そ
し
て
ど
の
程
度
に
強
制
的
規
制
を
加
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
各
国
の
国
内
事
情
に
応
じ
て
対
応
が
違
う
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
時
間
短
縮
は
雇
用
問
題
あ
る
い
は
労
働
者
の
所
得
問
題
に
も
関
連
す
る
だ
け
に
画
一
的
な
国
際
的
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
必
ず

し
も
容
易
で
は
な
い
。
今
日
、
国
際
労
働
基
準
と
し
て
の
労
働
時
間
の
制
限
の
問
題
は
、
長
さ
と
い
う
単
一
の
基
準
だ
け
で
な
く
、
休
日

お
よ
び
休
暇
の
そ
れ
と
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
、
か
つ
漸
進
的
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

結
局
、
狭
義
の
労
働
時
間
に
関
す
る
国
際
労
働
基
準
の
主
要
な
も
の
は
、
一
日
八
時
間
、
一
週
四
八
時
間
制
を
定
め
た
第
一
・
三
○
号

条
約
、
一
週
四
○
時
間
制
を
定
め
た
第
四
七
号
条
約
と
、
週
四
○
時
間
を
目
標
と
し
た
第
二
六
号
勧
告
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

週
休
制
、
つ
ま
り
一
週
の
う
ち
一
日
を
非
労
働
日
と
す
る
制
度
は
、
各
国
の
労
働
立
法
上
最
も
古
い
歴
史
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
。
国
際

労
働
基
準
と
し
て
は
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
平
和
条
約
労
働
憲
章
第
五
原
則
に
「
日
曜
日
を
な
る
べ
く
包
含
し
、
一
一
四
時
間
を
下
ら
な
い
毎
週
一

回
の
休
息
を
与
え
る
制
度
を
採
用
す
べ
き
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
を
う
け
て
、
一
九
一
二
年
の
第
一
一
一
回
総
会
に
お
い
て
「
工
業
的
企

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
㈹

五
五

②
週
休
制



③
年
次
有
給
休
暇

週
休
日
以
外
に
、
一
定
の
勤
務
を
し
た
労
働
者
に
有
給
の
特
別
休
暇
の
権
利
を
与
え
よ
う
と
す
る
年
次
休
暇
の
構
想
は
、
す
で
に
一
九

一
九
年
の
第
一
回
総
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
国
際
労
働
基
準
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
長
い
年
月
を
要
し
た
。
最
初
の
有
給
休

暇
条
約
で
あ
る
一
九
一
一
一
六
年
の
第
五
一
一
号
条
約
に
お
い
て
、
一
年
の
継
続
勤
務
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
六
「
労
働
日
」
の
年
次
有
給
休
暇

が
与
え
ら
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
各
国
で
年
次
休
暇
制
度
が
普
及
す
る
に
従
い
、
第
五
一
一
号
条
約
の
内
容
も
再
検
討
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
Ｈ

五
六

業
に
お
け
る
週
休
制
の
適
用
に
関
す
る
条
約
」
（
第
一
四
号
）
が
採
択
さ
れ
た
。

第
一
四
号
条
約
は
、
工
業
的
企
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
が
七
日
の
期
間
ご
と
に
一
回
、
少
な
く
と
も
継
続
一
一
四
時
間
の
休
み
を
と
る

こ
と
、
こ
の
休
み
は
、
企
業
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
、
で
き
る
限
り
同
時
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
国
ま
た
は
地
方
の
伝
統
や
慣
習
に
よ

っ
て
定
ま
っ
て
い
る
日
と
一
致
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
（
第
一
一
条
）
。

加
盟
国
は
、
週
休
制
の
例
外
措
置
と
し
て
「
適
切
な
人
道
的
及
び
経
済
的
事
情
を
考
慮
し
た
上
、
責
任
あ
る
労
使
団
体
と
の
協
議
の
上
、

第
一
一
条
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
の
例
外
（
停
止
又
は
短
縮
を
含
む
）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
（
第
四
条
第
一
項
）
、
そ
の

場
合
は
、
で
き
る
限
り
代
償
休
暇
が
与
え
ら
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
（
第
五
条
）
。

工
業
的
企
業
の
週
休
日
設
定
と
い
う
第
一
四
号
条
約
の
基
準
が
、
商
業
、
事
務
所
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
拡
張
さ
れ
た
の
は
一
九
五
七

年
で
、
そ
の
間
に
一
一
一
六
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
同
年
に
採
択
さ
れ
た
第
一
○
六
号
条
約
は
、
商
事
事
務
所
、
団
体
ま
た
は
行
政
機
関

に
雇
用
さ
れ
、
主
と
し
て
事
務
労
働
に
従
事
す
る
者
に
、
七
日
の
各
期
間
に
継
続
一
一
四
時
間
以
上
の
週
休
が
与
え
ら
る
べ
き
こ
と
を
定
め

に
雇
用
さ
れ
、

た
（
第
六
条
）
。



一
般
の
年
次
有
給
休
暇
と
は
別
に
、
労
働
者
の
教
育
水
準
の
向
上
を
目
的
と
し
た
特
別
の
休
暇
を
有
給
で
補
償
す
べ
き
原
則
が
、
一
九

七
四
年
新
た
に
国
際
労
働
基
準
と
し
て
登
場
し
た
。
有
給
教
育
休
暇
条
約
（
第
一
四
○
号
）
で
あ
る
。
加
盟
国
は
、
職
業
訓
練
、
一
般
教

育
、
社
会
教
育
、
市
民
教
育
お
よ
び
労
働
組
合
教
育
と
い
う
五
つ
の
目
的
の
教
育
の
た
め
有
給
の
休
暇
を
付
与
す
べ
き
政
策
を
と
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
休
暇
の
た
め
の
財
源
は
、
勧
告
第
一
四
八
号
に
よ
り
、
③
使
用
者
、
⑥
公
の
機
関
及
び
教
育
又
は
訓
練
を
行
う
団

体
、
何
労
使
団
体
と
さ
れ
る
。

一
九
五
一
一
年
の
条
約
（
第
一
○
一
号
）
及
び
勧
告
（
第
九
一
一
一
号
）
は
、
な
お
、
第
五
一
一
号
条
約
の
基
準
に
沿
っ
て
農
業
に
お
け
る
有
給
休

暇
の
基
準
を
定
め
た
（
’
九
五
八
年
第
一
一
○
号
条
約
が
農
園
労
働
者
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
旨
の
こ
と
を
定
め
た
）
が
、
二
年
後
の
一
九
五

四
年
の
勧
告
（
第
九
八
号
）
で
は
、
海
員
、
農
業
労
働
者
を
除
く
す
べ
て
の
被
用
者
に
つ
い
て
二
一
ヵ
月
の
勤
務
に
対
し
、
最
低
二
労
働

週
の
休
暇
と
い
う
新
基
準
を
設
定
し
た
。

右
の
基
準
に
合
わ
せ
て
、
旧
五
二
号
条
約
を
改
正
す
る
提
案
が
一
九
六
一
年
に
提
出
さ
れ
、
一
九
六
九
年
の
第
五
三
回
総
会
に
お
い
て

事
務
局
案
を
素
材
と
し
て
検
討
さ
れ
た
。
草
案
で
は
休
暇
の
長
さ
は
最
初
、
二
労
働
週
で
あ
っ
た
が
、
労
働
側
の
要
請
を
容
れ
て
三
労
働

週
に
修
正
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
七
○
年
第
五
四
回
総
会
に
お
い
て
第
一
三
一
一
号
条
約
と
し
て
新
条
約
（
有
給
休
暇
〈
改
正
〉
条
約
）
が

採
択
さ
れ
た
。

新
条
約
は
、
旧
条
約
の
内
容
を
大
幅
に
改
正
し
、
休
暇
の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
一
年
の
勤
務
に
つ
き
三
労
働
週
と
し
、
勤
務
が
一
二
ヵ

月
に
達
し
な
い
場
合
に
も
、
勤
務
の
長
さ
に
比
例
し
た
休
暇
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
た
。

側
有
給
教
育
休
暇

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
㈹

五
七



労
働
時
間
・
休
暇
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
諸
条
約
に
対
す
る
各
国
の
批
准
状
況
を
一
九
六
○
年
、
七
○
年
、
お
よ
び
八
一
一
年
末
現
在
で
み
る

と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｑ
国
際
基
準
に
対
す
る
各
国
の
対
応

Ⅲ
批
准
の
状
況

（
１
）
同
条
約
前
文
に
「
今
日
、
失
業
が
広
範
囲
で
、
か
つ
、
持
続
的
と
な
っ
て
、
本
人
の
責
任
に
よ
ら
ず
、
か
つ
当
然
に
救
済
さ
る
べ
き
困
窮
に
悩

む
数
百
万
人
の
労
働
者
が
世
界
的
に
存
在
す
る
た
め
」
本
条
約
を
採
択
し
た
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
Ｐ
Ｐ
三
。
『
一
旦
Ｆ
：
。
Ｅ
『
両
ｇ
ｏ
風
く
○
一
・
吋
ロ
・
』
巴

（
３
）
第
一
号
、
第
四
七
号
条
約
お
よ
び
第
二
六
号
勧
告
の
採
択
の
い
き
さ
つ
と
日
本
代
表
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
中
山
和
久
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
と
日

本
」
一
九
八
一
一
一
年
第
三
章
参
照
。

（
４
）
ｚ
・
ぐ
凹
言
８
⑪
》
［
員
の
『
目
［
】
・
目
一
Ｅ
図
巨
『
Ｆ
：
．
】
①
ご
勺
貰
・
忠
⑱
吾
郷
真
一
訳
一
一
一
一
一
一
一
頁
脚
注
参
照
。

（
５
）
こ
の
条
約
の
批
准
国
は
、
’
九
八
一
一
一
年
現
在
で
一
一
○
ヵ
国
で
あ
り
、
年
次
有
給
休
暇
に
関
す
る
第
一
一
一
一
一
一
号
条
約
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。

注

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
日

五
八



週
休

労
働
時
間国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
白

’
 

一
九
六
○
年

「
ｌ
ｊ

Ｆ
Ｌ
 

’
 

’
九
七
○
年

’
一
九
八
二
年

五
九

第一四号（’九二こ第一○六号（一九五七）
条約

採択年

四六 一九六○年
三七
○七 ’九七○年
四九
八五 一九八二年

第一号二九一九）第三○号（一九三○）第三一号（一九三一）第四三号（一九三四）第四六号二九三五）第四七号二九三五）第四九号（一九三五）第六七号（’九三九）第一五三号二九七九）
条約

採択年

七ｌＩＬｌ二九二七八 一九六○年
四七四二九二三

＝ 
－ 

－ 一九七○年
四八八三一

四
九六 一九八二年



②
各
国
の
対
応
－
ｌ
Ｌ
ｏ
の
特
別
調
査
か
ら

労
働
時
間
に
関
す
る
右
に
掲
げ
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
や
勧
告
に
示
さ
れ
て
い
る
国
際
労
働
基
準
に
対
応
し
て
世
界
の
加
盟
各
国
が
、
ど
の
よ

う
な
立
法
上
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
か
を
知
る
最
も
直
接
的
手
が
か
り
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
各
国
立
法
集
（
Ｆ
⑦
迫
⑩
一
目
‐

局
の
①
風
の
の
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
時
間
の
よ
う
な
基
本
的
労
働
条
件
は
、
労
使
間
の
交
渉
や
労
働
協
約
、
仲
裁
あ
る
い
は
慣
行
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
し
、
ま
た
立
法
の
定
め
は
最
低
基
準
の
原
則
を
示
す
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
多
く
の
例
外
あ
る
い

年
次
休
暇

六
○

第五二号（一九三六）第五四号二九三六）第七二号（一九四六）第九一号（一九四九）第一○｜号（一九五二）第二○号（一九五八）第一三二号（一九七○）第一四○号（一九七四）第一四六号（一九七六）
条約

採択年

九八四六九 一九六○年
三一四

六六五六六 一九七○年
五

八七七○ 一九八二年



扱
い
）
を
除
け
ば
、
毎

〈
労
働
時
間
の
短
縮
〉

は
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
さ
ら
に
立
法
の
基
準
が
実
際
に
ど
の
程
度
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
法
令
を
見
た
だ
け
で

は
明
ら
か
で
な
い
。
一
九
五
五
年
以
降
、
幾
つ
か
の
国
が
閂
員
の
『
目
三
・
：
一
Ｆ
：
。
Ｐ
『
宛
の
ぐ
一
⑦
三
誌
上
に
発
表
し
て
い
る
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約

（
１
）
 

の
国
内
法
へ
の
影
響
」
と
題
す
る
報
生
口
は
、
各
国
の
国
際
労
働
基
準
に
対
す
る
考
え
方
や
対
応
を
知
る
う
え
で
き
わ
め
て
参
考
に
な
る
が
、

現
在
ま
で
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
ヵ
国
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

労
働
時
間
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
そ
の
短
縮
と
い
う
見
地
か
ら
重
要
視
し
て
き
た
問
題
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
既
述
の
よ
う

に
、
ｌ
Ｌ
Ｏ
専
門
理
事
会
は
、
一
九
六
○
年
と
八
○
年
代
の
一
一
回
に
わ
た
っ
て
、
条
約
の
批
准
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
国
の
労
働
時

（
３
）
 

間
の
実
態
の
報
塗
ロ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
各
国
政
府
に
求
め
た
。
こ
れ
に
は
政
府
の
報
告
だ
け
で
な
く
、
労
使
団
体
か
ら
の
報
告
も

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
デ
ー
タ
の
真
び
ょ
う
性
は
か
な
り
高
い
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
集
約
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の

報
告
書
は
、
各
国
の
実
態
を
事
実
調
査
（
駐
日
、
且
旨
、
）
方
式
で
表
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
項
目
ご
と
に
各
国
の
デ
ー
タ

を
総
括
肩
の
ロ
の
旦
一
の
の
）
し
て
、
一
般
的
傾
向
や
問
題
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
統
計
や
若
干
の
事
例
報
告
（
脚
注
の

扱
い
）
を
除
け
ば
、
各
国
の
事
情
を
詳
し
く
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
に
、
第
二
回
調
査
の
報
告
書
の
要
旨
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

（
イ
）
一
九
六
七
年
の
調
査
で
も
見
ら
れ
た
労
働
時
間
の
短
縮
の
傾
向
は
、
そ
の
後
の
一
七
年
間
に
著
し
い
改
善
を
示
し
て
い
る
。
第
一

一
六
号
勧
告
は
、
そ
の
漸
進
的
性
格
と
柔
軟
性
の
ゆ
え
に
適
切
な
国
際
労
働
基
準
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

（
ロ
）
大
多
数
の
国
で
は
、
第
一
号
条
約
の
週
四
八
時
間
と
い
う
主
た
る
目
標
は
す
で
に
達
成
さ
れ
、
あ
る
い
は
改
善
の
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
。
然
し
、
第
一
・
三
○
号
条
約
を
批
准
し
た
国
で
も
、
時
間
外
労
働
の
例
外
や
制
限
等
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
問
題
を
残
し
て

し、

る
０ 

一
ハ
ー



第
一
四
号
の
批
准
数
は
九
七
ヶ
国
（
そ
の
中
、
一
九
六
四
年
以
降
が
一
一
九
ヶ
国
）
に
達
し
、
こ
れ
よ
り
条
件
の
厳
し
い
第
一
○
六
号
条

約
も
四
九
ヵ
国
（
一
一
八
ヵ
国
が
一
九
六
四
年
仰
降
）
が
批
准
し
、
一
○
非
本
土
地
域
に
適
用
可
能
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
週
休
制
の
原

則
は
今
日
広
く
尊
重
さ
れ
、
多
く
の
国
に
お
い
て
憲
法
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
の
結
果
、
当
委
員
会
は
、
一
九
六
四
年
に

得
ら
れ
た
こ
の
進
展
の
状
況
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
イ
）
雇
用
者
数
や
賃
金
あ
る
い
は
事
業
所
の
地
理
的
位
置
に
基
づ
い
て
制
限
を
定
め
る
法
令
を
も
つ
国
や
、
労
働
協
約
等
が
適
用
を
受

け
な
い
労
働
者
が
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
適
休
を
否
定
さ
れ
て
い
る
者
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
臼

一〈一一

（
ハ
）
第
四
七
号
条
約
お
よ
び
第
一
一
六
号
勧
告
に
言
及
さ
れ
て
い
る
週
四
○
時
間
の
社
会
的
基
準
も
多
く
の
国
（
約
四
○
ヶ
国
）
で
事

実
上
達
成
さ
れ
、
さ
ら
に
改
善
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
開
発
途
上
国
で
は
、
現
在
の
発
展
段
階
で
は
、
右
の
社
会
基
準
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
困
難
と
す
る
国
が
あ
る
一
方
、
す
で
に
法
令
で
こ
れ
を
定
め
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

（
一
一
）
実
労
働
時
間
の
水
準
も
、
前
回
の
調
査
以
来
、
興
味
深
い
発
展
を
示
し
て
い
る
が
、
工
業
国
で
実
労
働
時
間
が
所
定
労
働
時
間
よ

り
著
し
く
低
い
と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
不
況
に
起
因
す
る
生
産
及
び
労
働
時
間
の
削
減
、
そ
の
他
の
理
由

に
よ
る
短
時
間
労
働
や
．
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
増
大
、
技
術
革
新
等
に
よ
る
労
働
時
間
の
再
編
成
、
生
活
条
件
や
生
活
の
質
に
つ
い

て
の
新
し
い
考
え
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
ホ
）
労
働
時
間
問
題
の
動
態
的
（
身
目
目
。
）
性
格
は
、
第
一
一
六
号
勧
告
第
七
項
に
い
う
社
会
的
経
済
的
諸
要
因
に
想
定
さ
れ
て
い

る
。
同
勧
告
の
諸
目
標
と
そ
れ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
提
案
さ
れ
て
い
る
方
法
は
、
労
働
者
保
護
の
改
善
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
社

（
５
）
 

〈
言
的
発
展
に
と
っ
て
も
有
益
に
作
用
す
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
週
休
〉



（
ロ
）
年
次
休
暇
の
資
格
取
得
に
必
要
な
最
低
勤
務
期
間
も
多
く
の
国
で
一
年
以
下
と
な
り
、
こ
の
資
格
要
件
を
す
で
に
撤
廃
し
た
国
も

あ
る
。
資
格
を
得
る
期
間
中
に
生
じ
た
労
働
の
中
断
が
休
暇
権
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
定
め
た
法
令
ま
た
は
協
約
に
も
進
歩
が
み

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
白

一ハーーー

（
ィ
）
過
去
五
○
年
間
に
お
け
る
各
国
の
年
次
休
暇
に
つ
い
て
の
進
歩
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
一
九
三
四
年
に
休
暇
に
関
し
法
令

を
も
つ
国
は
一
一
一
ヵ
国
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
中
三
ヵ
国
が
四
日
、
六
ヵ
国
が
一
週
間
、
’
一
一
ヵ
国
が
一
一
週
間
の
最
低
年
次
休
暇
を
定
め

て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
大
多
数
の
国
が
法
令
に
定
め
て
お
り
、
そ
の
所
定
最
低
休
暇
期
間
が
一
一
週
間
に
充
た
な
い

国
は
一
○
％
に
過
ぎ
ず
、
一
一
一
週
以
上
の
国
が
一
一
○
％
、
四
週
以
上
の
国
が
一
一
五
％
に
達
し
て
い
る
。
一
年
の
勤
務
に
つ
き
一
一
一
労
働
週

と
い
う
第
一
三
一
一
号
条
約
の
最
低
基
準
に
適
合
す
る
法
令
を
定
め
る
国
は
六
○
ヵ
国
を
超
え
、
多
く
の
場
合
、
労
働
協
約
が
勤
続
年

数
、
年
齢
、
特
殊
の
労
働
条
件
に
基
づ
い
て
法
定
最
低
基
準
に
上
菰
み
を
し
て
お
り
、
中
に
は
、
第
一
三
一
一
号
条
約
基
準
の
一
一
倍
の

（
一
一
）
幾
つ
か
の
国
で
は
、
週
休
制
の
発
展
に
組
合
活
動
が
決
定
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
組
合
運
動
の
展
開
に
よ
る
職
業
分
野
ご
と

（
６
）
 

に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
ハ
）
週
休
の
期
間
の
長
さ
は
一
九
六
四
年
か
ら
長
期
化
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
大
半
の
国
で
は
、
最
低
二
四
時
間
な
い
し
四
八
時

間
で
あ
る
。

●
 

（
ロ
）
第
一
○
六
号
条
約
に
つ
い
て
は
、
適
用
除
外
の
場
合
に
代
償
休
暇
を
与
え
る
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
、
国
の
全
領
域
に
適
用
す

る
場
合
の
財
政
上
、
行
政
上
の
問
題
、
法
の
例
外
を
労
使
協
約
で
定
め
う
る
こ
と
が
批
准
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
国
が

〈
有
給
休
暇
〉

長
さ
を
持
つ
国
も
あ
る
。

あ
る
。



報
告
書
は
、
以
上
の
一
一
一
一
テ
ー
マ
の
検
討
を
総
括
し
て
次
の
よ
う
に
結
論
を
下
し
て
い
る
。

（
ィ
）
今
回
の
調
査
は
、
第
一
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
準
が
対
象
と
す
る
労
働
時
間
の
一
一
一
つ
の
主
要
な
柱
で
あ
る
所
定
労
働
時
間
、
週
休
、
年
次

有
給
休
暇
に
関
し
て
各
加
盟
国
が
自
国
の
政
策
、
法
令
、
慣
行
に
注
意
を
喚
起
す
る
機
会
を
与
え
た
こ
と
、
第
一
一
に
、
本
委
員
会
が

（
卜
）
々

れ
、

〈
総
括
〉

（
ヘ
）

（
一
一
）
条
約
未
批
准
国
に
お
け
る
条
約
基
準
と
国
内
法
令
又
は
慣
行
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
し
て
は
、
基
本
休
暇
の
最
小
の
長
さ
へ
国
内
規
定

の
適
用
範
囲
、
最
低
勤
務
期
間
、
最
低
勤
務
資
格
を
満
た
さ
な
い
者
の
比
例
的
休
暇
、
疾
病
、
出
産
に
起
因
す
る
労
働
中
断
期
間
の

扱
い
、
公
の
、
お
よ
び
慣
習
上
の
休
日
を
年
次
休
暇
か
ら
除
外
す
る
こ
と
、
休
暇
の
分
割
ま
た
は
繰
越
し
の
制
限
、
休
暇
中
の
稼
得

活
動
の
禁
止
、
雇
用
終
了
時
の
休
暇
権
で
あ
る
。

（
ホ
）
特
に
休
暇
資
格
の
要
件
、
勤
務
期
間
、
休
暇
中
の
賃
金
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
国
内
法
規
に
明
示
の
定
め
が
な
い
こ
と
か
ら
紛

（
○
休
暇
中
の
賃
金
の
引
き
上
げ
、
お
よ
び
休
暇
の
分
割
、
繰
越
し
、
休
暇
中
の
稼
得
活
動
の
禁
止
に
関
す
る
規
定
の
改
善
が
幾
つ
か

争
が
生
じ
て
い
る
。

条
約
基
準
に
達
し
な
い
国
内
法
令
を
直
ち
に
改
善
す
る
計
画
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
政
府
報
告
の
主
要
な
理
由
と
し
て
は
、
費
用

の
増
大
、
よ
り
緊
急
度
の
高
い
問
題
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
の
経
済
的
社
会
的
事
情
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
・

多
く
の
国
の
法
令
が
条
約
の
基
準
と
す
る
最
低
の
休
暇
期
間
に
つ
い
て
適
合
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
今
後
増
え
つ
づ
け
る
と
思
わ

れ
、
最
低
勤
務
期
間
や
比
例
的
休
暇
等
の
改
善
に
伴
い
、
さ
ら
に
多
く
の
国
が
批
准
す
る
可
能
性
が
延
麺
。

ら
れ
た
。

の
国
で
み
ら
れ
た
。

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
白

六

四



（
ロ
）
多
く
の
国
で
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
、
週
休
及
び
年
次
有
給
休
暇
の
拡
大
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
基
本
的
な
労
働
条
件
で
あ
る
労

働
時
間
の
短
縮
に
改
善
の
跡
が
み
ら
れ
る
（
別
表
の
年
次
比
較
表
参
照
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
、

幾
つ
か
の
重
要
な
問
題
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を
あ
い
ま
い
の
ま
ま
に
放
置
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
○
第
一
に
、
立
法
の
規
定
や
団
体
交
渉
が
多
く
の
部
門
、
労
働
者
層
を
適
用
対
象
外
に
置
い
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
法
の
定
め
る

所
定
労
働
時
間
、
休
日
、
休
暇
の
数
値
と
実
態
と
の
間
に
開
き
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
基
準
と
実
態
の
開
き
は
、
発
展
途
上
国
で
特

に
大
き
い
。
例
え
ば
、
週
四
○
時
間
の
所
定
労
働
時
間
を
採
択
し
た
国
で
、
実
際
に
は
遵
守
さ
れ
ず
、
あ
る
い
は
、
あ
ま
り
に
も
多

く
の
例
外
規
定
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
先
進
工
業
国
で
は
、
基
準
お
よ
び
実
施
の
条
件
の
い
ず
れ
も
進
ん
で
い
る
が
、
部
門
間
で
大

き
な
格
差
が
見
ら
れ
る
。
国
内
基
準
が
確
実
に
遂
行
さ
れ
る
た
め
に
は
労
使
の
団
体
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
労
働
協
約
が
法
の
基

準
を
引
き
上
げ
、
あ
る
い
は
引
き
上
げ
の
主
導
役
を
果
た
し
て
き
た
。

（
一
一
）
雇
用
と
関
連
の
深
い
時
間
外
労
働
の
制
限
の
問
題
は
、
代
替
的
解
決
の
相
対
的
費
用
、
適
当
な
、
熟
練
し
た
労
働
力
確
保
の
可
能

制
、
需
要
の
調
整
な
ど
の
問
題
が
含
ま
れ
、
政
府
お
よ
び
労
使
団
体
の
一
層
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
。
労
働
者
側
に
と
っ
て
は
、
す

で
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
所
得
を
維
持
す
べ
き
課
題
と
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
労
働
者
に
雇
用
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
課
題

と
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
が
あ
る
。

宗
）
一
九
六
○
年
以
降
、
世
界
経
済
の
停
滞
状
況
の
中
で
数
女
の
改
善
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
団
体
の
関
心
の
大

き
さ
、
そ
し
て
使
用
者
側
も
生
産
力
と
効
率
に
お
け
る
自
身
の
利
益
が
労
働
者
の
利
益
と
一
致
し
う
る
こ
と
を
見
出
し
た
こ
と
に
よ

行
っ
た
最
初
の
調
査
以
後
の
二
○
年
間
に
わ
た
る
発
展
を
国
際
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
点
で
意
義
が
あ

っ
た
。

六

五



（
○
技
術
の
進
歩
と
経
済
発
展
に
伴
っ
て
生
産
方
式
が
変
化
し
、
以
前
よ
り
遥
か
に
多
く
の
労
働
者
に
と
っ
て
余
暇
が
増
大
し
、
労
働

時
間
の
形
態
（
自
由
時
間
制
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
）
が
変
化
し
て
き
た
今
日
、
今
後
の
関
心
は
日
、
週
、
年
単
位
の
労
働
時
間
の

（
８
）
 

長
さ
だ
け
で
な
く
、
余
暇
に
関
連
す
る
問
題
や
、
生
涯
労
働
時
間
と
い
う
さ
ら
に
大
き
な
問
題
に
向
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）
こ
れ
ま
で
に
ギ
リ
シ
ャ
（
一
九
五
五
年
）
、
イ
ン
ド
二
九
五
六
年
）
、
ス
イ
ス
（
一
九
五
八
年
）
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
（
一
九
六
○
年
）
、
イ
タ
リ

ー
（
一
九
六
一
年
）
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
一
九
六
一
年
）
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
（
’
九
六
五
年
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
’
九
六
五
年
）
、
ユ
ー
ゴ
（
一
九
六
七
年
）
、
イ

ギ
リ
ス
（
一
九
六
八
年
）
、
ベ
ル
ギ
ー
（
一
九
六
八
年
）
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
一
九
六
九
年
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
一
九
七
○
年
）
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
一
九
七
二

年
）
、
カ
メ
ル
ー
ン
（
一
九
七
三
年
）
、
西
ド
イ
ツ
（
一
九
七
四
年
）
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
（
一
九
七
九
年
）
、
ス
ペ
イ
ン
（
一
九
七
九
年
）
、
日
本
（
花
見
忠

一
九
八
一
年
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
二
九
八
四
年
）
が
寄
稿
し
て
い
る
。

（
２
）
各
条
約
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
本
条
約
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
事
項
の
全
部
又
は
一
部
に
関
し
て
、
立
法
的
、
行
政
的
又
は
そ
の
他
の
措
極
（
労
働
協
約
を
含
む
）
が
貴
国

に
存
在
す
る
か
ど
う
か
。

二
㈹
存
在
す
る
場
合
に
は
、
本
条
約
の
規
定
が
事
実
上
ど
の
程
度
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
の
理
解
を
容
易
に
す
る
法
律
、
規
則
及
び
慣
行

に
関
す
る
情
報
を
要
約
し
て
示
さ
れ
た
い
（
以
下
略
）
。

伽
い
か
な
る
機
関
に
該
当
法
律
及
び
規
則
の
適
用
の
監
督
が
委
任
さ
れ
て
い
る
か
を
述
べ
、
か
つ
、
い
か
な
る
方
法
で
使
用
者
団
体
及
び
労

働
者
団
体
は
、
こ
の
適
用
に
協
力
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
る
か
を
示
さ
れ
た
い
。

三
何
本
条
約
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
た
め
国
内
の
法
律
又
は
楓
行
に
何
ら
か
の
変
更
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
示
さ
れ
た
い
。

仙
本
条
約
、
法
律
、
国
内
慣
行
又
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
困
難
で
あ
っ
て
、
本
条
約
の
批
准
を
妨
げ
跡
又
は
遅
延
さ
せ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
た
い
。

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
臼

一ハ
ー ハ



何
ま
た
、
国
内
の
法
律
又
は
慣
行
に
よ
っ
て
ま
だ
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
本
条
約
の
規
定
を
実
施
す
る
措
置
を
採
用
す
る
意
図
が
あ
る
か
ど

う
か
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

四
Ｉ
Ｌ
Ｏ
憲
章
第
二
三
条
二
項
に
よ
っ
て
、
本
報
告
の
写
を
送
付
し
た
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
を
示
さ
れ
た
い
．

本
報
告
に
関
連
す
る
文
書
の
実
施
又
は
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
又
は
労
働
者
団
体
か
ら
何
ら
か

の
意
見
を
受
け
取
っ
た
か
ど
う
か
を
述
ぺ
ら
れ
た
い
。

勧
告
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
右
の
一
一
一
③
⑤
に
当
た
る
部
分
が
な
い
代
わ
り
に
、
「
本
勧
告
を
採
用
し
又
は
適
用
す
る
に
当
た
っ
て
本

勧
告
に
い
か
な
る
変
更
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
認
め
ら
れ
る
か
、
も
し
あ
れ
ば
述
べ
ら
れ
た
い
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
外
は
条
約
の
そ
れ
と

同
一
で
あ
る
。

（
３
）
わ
が
国
政
府
も
報
告
響
を
提
出
、
日
経
連
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
労
働
四
団
体
に
そ
の
写
を
送
付
し
た
。
労
使
の
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｌ

Ｏ
に
対
し
参
考
意
見
を
送
付
し
て
い
る
。

（
４
）
君
。
鳥
目
喰
国
日
の
□
・
＄

（
５
）
三
．
『
面
目
目
】
曰
①
ロ
・
患

（
６
）
君
貝
匡
曰
ｍ
自
己
の
□
・
』
ｇ

（
７
）
乏
・
鳥
目
、
目
冒
の
ロ
】
圏

国
際
労
働
基
準
と
わ
が
国
の
労
働
時
間
立
法
円

六
七



別表前回の一般調査（1964年・年次休暇，1967年・労働時間）以降に進歩の

あった諸国（Ｗｏｒｋｉｎｇｔｉｍｅｐ、６１）

定労働時間（単位：時謄

１９６４年６１９：
国

年次休暇殴低基準

１９６４年 現在

所定労働時間（単位：時間）

１９６７年 現在

アルジェリア

アンゴ フ

アルゼンチン

オーストラリア

オーストリア

ベルギー

ベニン

ブラジル

ブルガリア

ビノレマ

カメルーン

カナダ

チリ

キューバ

キプロス

デンマーク

エジプト

エチオピア

フィンランド

フランス

６または

１０労働日

１０日

３週

２週

２週

３週

20労働日

１４労働日

１０日

３週

１～２週

２週

４週

１～２週

３週

２週

１０日

３週

３週

３０日

３０日

１４日

丙

★ 

★ 

３～４週

(４週協約）

２４日

４週

３０日

３０日

１４日

１０日

１８日

２週

★ 

★ 

(３週協約）

１５日

３０日

２週

★ 

(2～3週協約）

３０日

２１日

１４日

４週

★ 

★ 

(５週協約）

３０日

4０ 

4８（４４協約）

4０ 

4８ 

４５ 

４０ 

４８ 

４６ 

4４（工業）

4０（４５西力

メルーン）

4０（連邦法）

4８ 

４４ 

４４ 

4４ 

4８ 

４０ 

4０ 

4４ 

４４ 

4８（必協約）

4０ 

4０ 

4０（38協約）

4０ 

４８ 

４２兇

4０（公企業にお

いて）

4０（一般）

4０（連邦法）

(35～40協約）

4８ 

４４ 

４４ 

(協約,44以下）

4０ 

４８ 

４８ 

４０ 

(35～40協約）

3９ 



41］ 

4８（４０鰯

4８（４１脇；

4〔

4F 

4８（４０脇！

4８（Ｗ;iIH 

40 

4［ 

４Ⅲ 

4（ 

国
年次休暇最低基準

１９６４年 現在

所定労働時間（単位：時間）

１９６７年 現在

ガボン

西ドイツ

ギリシャ

グアテマラ

ギニア

ハンガリー

インド

イラク

アイルランド

イタリア

コートジボアール

ケニア

ルクセンブルグ

マダガスカル

マレーシア

マリ

オランダ

ニュージーランド

ニカラグア

ナイジェリア

ノルウェー

ポーランド

ポルトガル

ﾉレーマニア

ルワンダ

３週

１５労働日

1～２週

３週

２週

２週

２週

２週

２週

３週

２週

8～15労働日

３週

５日

３週

１５労働日

２週

４週

1～２週

３週

2～４週

４日

２週

１週

２４日

１８日

４週

６～１５日

３０日

１５日

★ 

２０日につき１日

２０日

３週

★ 

(17～19日協約）

１０日

(４～５週協約）

2４ 

２１日

２５日

３０日
★ 

８～１０日

３０日

３週

★ 

★， 

(４～５週協約）

３週

１５日

６日

★ 

(15～30協約）

２５日

１４日

３週

(４週協約）

１５日

１５日

Ｊ 

ｊ 約約協協
く

く

４８ 

４ 

５４ 

５ 

－－ 

－ 

妃

０８８５０８８８８ 
０３００８０８ 
０８０ 

５６８ 

妬

４４４４４４４４４ 
４４４４４４４ 
４４４ 

４４４ 

4０ 

4８（４０協約）

4８（４１協約）

4８ 

４０ 

４２ 

４８ 

４８ 

4８（40協約）

4８（協約）

4０ 

41～54(協約）

4０ 

４０ 

４８ 

４０ 

4８（４０協約）

4０ 

４８ 

４０ 

4０ 

42(実際において

48(42事務所）

4６ 

４５ 



＊…非労働日を含む。

国
年次休暇股低基準

１９６４年 現在

所定労働時間（単位：時間）

１９６７年 現在

シェラレオネ

ソマリア

スペイン

スーダン

スウェーデン

スイス

タンザニア

チュニジア

ウガンダ

ソ連

英国

オートボルタ

ユーゴスラビア、

９労働日

２週

l～２週

１０日

４週

1～３週

１週

２週

１週

２週

２週

３週

１４労働日

ｌ５Ｅｌ 

ｌ５日

３０Ｅ１ 

１５日

251ヨ

★ 

(５～７週協約）

2～３週

(４週協約）

２１日

１２Ｅ１ 

１８日

１５日

4～５週(協約）

３０日

１８日

38兇～5４

4８ 

４８ 

4５ 

4６（工業ウホ

ワイトカラー）

4５（工業）

4８ 

４８ 

４１ 

37兇～4２

4０ 

４２ 

(協約）

4５ 

４８ 

４０ 

４８ 

４０ 

4５（工業，ホワ

イトカラー）

(40～50協約）

4５（工業）

4０ 

４８ 

４１ 

37兇～４

4０ 

４２ 

(協約）


